
平成 22年度 第１回水と緑の森づくり会議 

 

とき 平成 22年 5 月 21 日（金） 13:30-16:00 

場所 職員会館健康教育室 

 

 

○委嘱状の交付 

 

○水と緑の森づくり会議 

１ 農林水産部長あいさつ 

 

 

２ 議題 

（１） 水と緑の森づくり事業の概要について 

 

 

 

（２） 森づくり推進事業について 

 

 

 

（３） 再生の森事業について 

 

 

 

（４） みーもの森づくり事業について 
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森づくり推進事業 普及啓発事業について 

 

１．水と緑の森づくり情報発信業務の民間委託 

水森事業の認知度向上を目指し、県で作成した広報アウトラインを基に、民間企業体へコン

ペ方式（企画競争）による効率的な情報発信の企画提案を募集し、水と緑の森づくり SP プロ

ジェクトと委託契約を締結しました。 

 

【企画提案：方針】 

森や自然の大切さは県民誰もが認知しているところだが、日常とは離れている 

と特に若年層は感じている。もっと目の届く、身近な存在であることを、関心の 

ある切り口から伝えていくことが、理解や意識の向上につながり、効率的で繊細 

な情報発信方法となる。 

 

【企画提案：情報発信計画】 

○ 季刊誌「みーも通信」 

   A5 版 8 ページ、読者のはがき、漫画等継続連載記事など。 

   コンビニ等街頭スタンド 200 カ所設置。 

 

○ タウン情報誌「Lazuda ラズダ」への掲載（11 月） 

    発行部数 26,000 部／月、県内ほとんどの美容室にあり高再読率。 

 

○ 山陰中央テレビ広報（12/5～12/11） 

   放送回数 30 回、同局のマスコットキャラクター「えいっとくん」と 

タイアップ企画により、水森事業のイメージアップ。 

   TVCM100 本。 

 

○ 携帯電話フォトコンテスト・ツイッターの実施（通年） 

   若年層への広報ツールとして携帯電話専用サイト立ち上げ。 

 

○ 「みーも君がやってくる！」イベント開催（７～10 月予定） 

    島根県各地で開催されている、環境イベントや親子参加型 

イベントへ「着ぐるみみーもくん」が出張広報活動を展開。 

 

○ 「みーもフェスティバル 2010(仮題)」県民体験型イベント開催 

   平成 22 年 12 月 12 日（日）松江市くにびきメッセにて（集客目標 6,000 人） 

月刊誌「ラズダ」

街頭スタンド 

「えいっとくん」
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みーもスクール 

１ 目的 

水と緑の森づくりを進めるにあたり、県民から意見をうかがったところ、子供たちに

森林教育を行い、森林の大切さを理解させるべきであると多くの声が寄せられました。 

これまで森林教育は、学校からの依頼等によるスポットでの実施にとどまり、地域の

森林環境や川や田といった自然環境を踏まえた継続的な内容ができていませんでした。 

このため、子供の頃から森と触れ合うことをとおして、地域の森を中心とした自然環

境の大切さを理解させるとともに、郷土を愛する心を育むため「みーもスクール」を開

校します。 

 

２ 平成 22 年度実施計画 

実施校（予定含む）・実施内容 

地域 対象学校 参加人数 実施団体 

主な実施内容 

東部地域 松江市立母衣小学校 ８０人 NPO 法人 もりふれ倶楽部 

松江市中心部の子供たちに松江市

の水源である奥出雲地域での間伐

作業などをとおして、森の大切さ

を教える 

県央地域 大田市立五十猛小学校 

大森小学校 

１２ 

１２ 

NOP 法人 緑と水の連絡会議 

三瓶山周辺森林で繁茂する竹の整

備や三瓶山の自然を勉強し、身近

な森と人とのかかわりを教える 

西部地域 吉賀町立柿木中学校 

吉賀中学校 

六日市中学校 

蔵木中学校 

１４ 

２０ 

１６ 

  ６ 

未定 

清流高津川の水質調査を行い、森

と川との関係を学ぶ。地域の宝で

ある高津川を守る取り組みは森林

を適切な状態にしておくことが重

要であることを教える 

計  １５７  

 

３ 当面の予定 

 ５月 24 日（月）に大田市立五十猛小学校でみーもスクールの開校式 
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再生の森事業 

[平成 22年度要求額 １４７，２７１千円] 

 
 
 
 
１ 事業の内容 

森林所有者と県が締結する「再生の森協定書」に基づき行う次の作業に対して、

交付金を交付する。 
実施主体：森林所有者、森林組合等 
交 付 率：定額 

（１） 不要木の伐採 

植栽後 36 年以上経過しているにもかかわらず、長期間間伐などの保育作業が

行われていない人工林に対して不要木の伐採を行う 

（２） 広葉樹の植栽 

不要木の伐採を行った跡地に広葉樹を植栽する 

（３） 侵入竹林伐採 

植栽後 36年以上経過している人工林に侵入した竹林を伐採する 

（４） 森林国営保険加入 

不要木の伐採を行った森林に対して加入する 

（５） 管理道開設 

不要木の伐採等を行い、その後の見回りのために必要な管理道を開設する 

（６） 竹林伐採（新規） 

家屋敷地や田畑等に侵入する竹の発生源竹林を伐採する 

（７） 抵抗性マツの植栽（新規） 

松くい虫被害にあい、放置された森林へ抵抗性マツを植栽する 

 

 

地域別の実施計画（不要木伐採の面積） 

松江 雲南 出雲 浜田 県央 益田 隠岐 県計 

50ha 85 30 95 155 235 75 725 

 

水を育む緑豊かな森を次世代に引き継ぐため、森林所有者等と締結した協定に基づ

く不要木の伐採等を行い、荒廃森林を再生させる。 

事業の趣旨
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資 料 編 
○ 水と緑の森づくり会議設置要領 

○ 水と緑の森づくり事業第１期対策の実績 

・ 県民再生の森事業 

・ 森づくり・資源活用実践事業 
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島根県水と緑の森づくり会議設置要領 

 

１ 設置目的 

  安全で安心な生活に不可欠な「水を育む緑豊かな森」を次世代に引き継いでいくため、

豊かな森を保全しながら賢明に利用していく「水と緑の森づくり」に県民のアイディア

と参加を基本として取り組んでいます。 

  このため、「水と緑の森づくり」を着実に推進することについて、広く県民の意見を

聴き、「水と緑の森づくり」に関する施策展開に資することを目的として「島根県水と

緑の森づくり会議」を設置します。 

 

２ 役割 

 (1) 会議は、次に掲げる事項について討議します。 

  ■「水と緑の森づくり」において、県民のアイディアを活かすこと。 

  ■「水と緑の森づくり」において、県民の参加を促進すること。 

  ■「水と緑の森づくり」が、県内各地で効果的に実施されること。 

  ■その他、「水と緑の森づくり」の着実な推進に関係すること。 

 (2) 県は、会議の意見を踏まえて、「水と緑の森づくり」に関する施策を展開します。 

 

３ 組織 

 (1) 会議は、公募及び指名により選ばれた県民で構成し、７人の委員で組織します。 

 (2) 委員は、知事が委嘱します。 

 (3) 委員の任期は、１年以内とし、委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前

任者の残任期間とします。ただし、再任ができます。 

 

４ 会議 

 (1) 会議は、県が招集します。 

 (2) 会議は、委員の過半数が出席する場合に開催することができます。 

 (3) 会議の議事進行は、県の担当職員が務めます。 

 

５ 会議の庶務 

 (1) 会議の庶務は、県農林水産部林業課において処理します。 

 

附則 

 １ この要領は、平成 1７年４月１日から適用します。 

  ２ この要領の一部改正は、平成 1８年３月１３日から適用します。 

３ この要領の一部改正は、平成２２年２月１日から適用します。 
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8.65 12.32 15.35 8.93 45.25

11.43 30.48 52.91 71.19 43.61 209.62

3.65 4.50 11.81 19.96

23.73 30.48 65.23 91.04 64.35 274.83

29.78 23.23 41.97 61.16 31.90 188.04

1.60 2.49 34.94 93.73 53.32 186.08

16.98 16.00 11.29 44.27

31.38 25.72 93.89 170.89 96.51 418.39

25.20 6.80 34.23 50.03 39.02 155.28

1.32 1.32

25.20 6.80 34.23 51.35 39.02 156.60

44.33 49.83 69.99 87.90 53.60 305.65

23.60 14.00 46.50 48.04 56.90 189.04

1.76 15.22 79.24 23.40 119.62

22.93 39.16 48.02 110.11

67.93 65.59 154.64 254.34 181.92 724.42

5.11 38.26 77.74 71.80 50.23 243.14

3.31 5.49 47.79 106.60 52.54 215.73

8.42 43.75 125.53 178.40 102.77 458.87

31.23 41.57 191.15 254.18 90.92 609.05

4.69 24.38 97.72 97.44 107.47 331.70

13.74 12.06 12.90 51.92 61.62 152.24

49.66 78.01 301.77 403.54 260.01 1,092.99

8.00 63.93 112.70 119.21 54.54 358.38

11.55 12.65 13.56 37.76

5.81 11.44 17.25

4.00 4.00

8.00 63.93 124.25 141.67 79.54 417.39

214.32 314.28 899.54 1,291.23 824.12 3,543.49
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平成２２年度みーもの森づくり事業応募一覧表

実行型（自ら立案・自ら取り組む）

番号 管内 型 細目 分　　野 実施時期
交付金希望額

（円）
参加人数

1 実行 継続 森を保全する取組 4.1～3.31 2,262,500 100

2 実行 継続 森を保全する取組 6.1～3.31 1,511,750 44

3 実行 継続 森を利用する取組 6.1～3.15 956,744 60

4 雲南 実行 単年度 森を利用する取組 6.1～3.31 2,810,804 70

5 実行 継続 森を利用する取組 6.1～11.31 1,675,000 150

6 実行 単年度 森を利用する取組 6.1～12.5 564,060 12

7 実行 単年度 森を保全する取組 2.1～3.31 901,200 72

8 実行 継続 森を利用する取組 6.1～3.10 1,358,475 30

9 実行 単年度 森を利用する取組 7.1～10.31 1,194,190 100

10 実行 単年度
森を保全する取組
森を利用する取組

7.1～3.31 2,916,000 120

11 実行 継続 森を保全する取組 7.1～11.30 2,804,225 160

12 実行 継続 森を保全する取組 6～10.31 1,867,362 170

13 実行 継続 森を保全する取組 6.1～3.31 2,047,500 270

14 実行 継続 森を保全する取組 11.1～3.15 1,171,175 100

15 実行 継続 森を保全する取組 6.1～3.31 952,958 450

16 実行 継続 森を保全する取組 6.1～3.20 1,873,800 210

17 実行 継続 森を保全する取組 9.1～3.31 713,000 55

18 実行 単年度 森を利用する取組 7.1～10.31 1,735,000 15

29,315,743

委託型（自ら立案・作業は他者に依頼する）

番号 管内 型 細目 分　　野 実施時期
交付金希望額

（円）
参加人数

1 松江 委託 単年度 森を利用する取組 6.1～ 579,600

2 雲南 委託 継続 森を保全する取組 9.1～3.15 1,000,000 39

3 出雲 委託 継続 森を保全する取組 10.1～3.31 1,000,000

4 委託 単年度 森を保全する取組 6～10.31 504,000

5 委託
一部
継続 森を利用する取組 7.1～2.28 1,000,000

6 委託
一部
継続

森を保全する取組
森を利用する取組

6～11.30 997,500 100

7 益田 委託 継続 森を保全する取組 11.1～3.25 574,350

5,655,450

継続支援型（過去に採択された内容を継続実施する）

番号 管内 型 細目 分　　野 実施時期
交付金希望額

（円）
参加人数

1 継続 継続 森を保全する取組 6.1～3.31 48,575 70

2 継続 継続 森を利用する取組 6.1～11.31 50,000 30

3 県央 継続 継続 森を保全する取組 9.1～10.31 50,000 80

4 浜田 継続 継続 森を利用する取組 10.1～10.31 50,000 150

5 継続 継続 森を利用する取組 9.1～3.31 47,345 150

6 継続 継続 森を利用する取組 6.1～11.30 50,000 5

7 継続 継続 森を保全する取組 8.20～11.30 50,000 20

345,920

遠田町前浜地
先

里山再生事業

益田

戸田地区海岸保安林整備事業
●ボランティアによる防風保安林の下刈り
●クロマツ１００本の植栽

戸田自治会
戸田町宮田地
区～植松地区

遠田海岸防風保安林整備事業
●0.6haの下刈り
●竹垣の補修

安田地区連合自治会

●下刈り、苗木植栽、表示板の設置 原田里山を愛する会
隠岐の島町原
田地内

雲南

遊学の丘八重桜団地育成事業 ●昨年植栽した桜への堆肥の施肥 加茂遊学ファーム

Myふぉれすとプロジェクト ●テーブル、ベンチを作成、頓原公民館に設置する 頓原公民館

少年の心と緑を育むフットサル
大会

●木工教室で県産材を活用した箸を作成
小学生フットサル石見交
流選手権大会実行委員
会

弥栄町フットサルや
さか競技場

実　施　場　所

石見銀山世界遺産を守る森づ
くり　石銀地区竹林整備事業

●ボランティアで竹を伐採し、レンタルしたチッパーで破
砕

NPO法人緑と水の連
絡会議

大田市内山林

加茂町加茂中

飯南町頓原公
民館

合　計

取　組　の　名　称 平成２２年度の事業概要 実　施　団　体

「名木：金谷の城山桜」周辺整
備…荒廃竹林を花と紅葉の森
へ…

●住民が高齢化し、桜周辺の手入れができない
●竹伐採0.53haと苗木430本の植栽を委託

美都町金谷自治会
美都町山本金
谷　城山桜周辺

本町・金田・島の星地
区連合自治会

江津町本町地
区

見晴らしの丘公園の防風林の保全、
景観維持を目的とした植栽計画

●見晴らしの丘公園の松枯れ跡地整備
●抵抗性クロマツ、サンゴジュ計200本の植栽

出雲市
出雲市多伎町見
晴らしの丘公園

尾原ダム湖岸
周辺山林

●名木48本に県産材を使用した標柱を設置
●市民に関心をもってもらう

浜田市 浜田市全域

浜田市
浜田市旭町地
内

浜田市の名木認定の木製標柱
設置

道の駅本庄（公園）環境整備
●道の駅本庄に隣接する公園に野外卓を３基設置
●自然環境にマッチした県産材を活用

道の駅本庄企業組合 道の駅本庄隣接公
園

尾原ダム湖岸～紅葉の森プロ
ジェクト

●ダム湖周辺の放置林2haの整備
●地拵え、ウリハダカエデ等500本の植栽

雲南市

きれいな松林を育て　次世代に
残す運動IN大塚

●3.33haの下刈り
●ボランティアによる抵抗性クロマツ2,500本等の植栽

浜田

地産地消施設交流プラザ「まん
てん」周辺整備

●「まんてん」周辺の深刻な松枯れ被害地を整備する

江津本町地区の歴史的建造物
を活かした桜植彩事業

●歴史的建造物周辺の灌木類を除去
●県産材ベンチ３０基設置　　●桜の植樹は自力

遠田海岸防風保安林整備事業
●笹、かん木類等の伐開整備0.2ha)
●地元住民等による抵抗性クロマツ600本植栽

安田地区連合自治会
遠田町前浜地
先

万葉公園友の会 万葉公園

隠岐
里山再生事業

●残土処理場跡を伐開、地拵し、地元住民で植栽する
●里山観察会を開催する

（社）原田愛郷社
隠岐の島町原
田仏谷

ぬくもりのある図書館づくりで森
づくりを！

●新設される図書館へ県産材使用本棚を設置
●町民参加型で組み立てる

益田

海士町教育委員会
海士町中央公
民館

合　計
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大塚自治会 大塚防風林

ドングリ山を滅ぼすな！次世代に引き
継ぐ緑豊かな里山を守り育てる森づく
り

森づくりは海づくりin浜
田実行委員会

浜田市旭町地
内

林地残材の活用促進により弥
栄の森づくり

●放置されてる病害虫被害木、間伐材の搬出除去
●林内作業車の導入　●被害木の燃料利用検討

やさか森づくりの会 浜田市弥栄町内山
林

●キクイムシ被害にあったナラ枯損木の伐倒、処理
●植樹、玉切り体験会等の開催

大田市内山林

浮布広場整備事業
●県産材を使用した東屋、ベンチ、テーブルの整備
●設計士の指導のもと、ボランティアも参加

池田地区まちづくり推
進協議会

三瓶町池田浮
布広場

県央

ふろしき山プロジェクト（森林バイオマスの地
域循環システムの構築にむけて）

●雪害木及び間伐材を集材し、チップ工場へ送る
●チップは介護施設のボイラーとして利用

NPO法人緑と水の連
絡会議

源流の里づくり
●森林の役割を伝える講演会の開催
●ペレットストーブの設置　　●アカマツ林の整備

市木自治会
市木観音寺原地
内

浜田

石見海浜公園の松林再生
●アクアス前海岸の整備(2.17ha)
●抵抗性クロマツ1,600本の植栽

浜田地方林業研究グ
ループ

アクアス前防
風林

森づくりは海づくりin浜田
●松枯れ跡地の整理　　●漁業関係者等による植栽
●椎茸植菌体験　　　　　●チェーンソーアート鑑賞

間伐材利用による加茂ふれあ
い交流施設設置事業

●県産（間伐）材を活用した交流施設の建設
●椎茸植菌親子体験交流

加茂遊学ファーム 加茂町加茂中

●地元斐川産材で移動式神楽舞台を作成
●出前公演による県産材や水森税の認知度向上

阿宮神能保存会 斐川町阿宮

砂防林植樹
●砂防林復活のための抵抗性黒松の植栽
●小学生、会員による植栽

浜遊の自然を守る会
出雲市大社町杵
築西（湊原保安
林）

松江市八雲町日吉
地区

「竹藪」を竹林保全の普及啓発のため
の「モデル竹林」へチェンジ！事業

●0.5haの竹藪を「竹林」へ整備する
●会員、一般人による作業

NPO法人もりふれ倶楽
部

松江市美保関町内
山林

松江市玉湯町自治
会所有山林

出雲

竹資源の有効活用技術の開発
と実証

●竹をパウダー化するための植繊機の導入
●竹パウダー炭化装置の開発

竹資源有効活用協議
会

出雲市及びそ
の周辺市町

出雲神楽舞台島根県産材作成事
業　出雲神楽出張出前公演事業

心の故郷いやしの森
●0.2haの竹林の伐採
●ヤマザクラ400本を植栽する

島根県森林土木技術
協会

松江

松山の再生と花仙山椿が咲く
森づくり活動

●さんいん環境キャンペーンの一環として整備
●作業路600m、地拵え1ha、植栽1,000本

山陰中央新報社
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